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(第 26 期・第 2回) 

議 事 要 旨 

 

１．日 時：令和６年５月 14日（火）17：00～18：10 

 

２．会 場：オンライン会議（Zoom） 

 

３．出席者：大谷栄治・土屋旬・西山忠男・阿依アヒマディ・井上徹・入舩徹男・ 

大藤弘明・鍵裕之・興野純・小西博巳・土屋卓久・富岡尚敬・永嶌真理子・ 

坂野靖行・福士圭介・森下知晃・門馬綱一 

（名簿順、敬称略） 

 

４．議事概要 

（１）2nd 100 Geological Heritage Sites の審査結果と今後の対応 

大谷委員より IUGS（国際地質科学連合）による The second 100 IUGS geological 

heritage sites（地質遺産サイト）の概要についての紹介と、日本から申請した２件

の採択があったとの報告があった。これまでに認定された日本のサイト数を鑑み、今

後 IMA 小委員会からの申請を行ってはどうか、という提案があった。この件に関し、

西山委員、阿依委員、坂野委員、森下委員、門馬委員より意見交換がなされた。今後、

本申請に係る負担、長所、短所の精査や既に認可されたサイトの現状等情報収集をす

ることになった。 

 

（２）IMA報告 

大藤委員より、2024 年８月アイルランド・ダブリンで行われる IMA ビジネス会合

及び EMC2024の準備段階においてセクレタリーが辞任し、急遽大藤委員が暫定セクレ

タリーを務めることになったという経緯について説明があった。また、このビジネス

会合において行われる IMA新評議員の投票について、現地投票のみでオンライン投票

は行われないことを確認した。ただし、日本の持ち票４票は現地にて IMA日本代表が

代理投票できるとの説明があった。 

 

（３）IMAビジネス会合/EMC2024派遣 

土屋委員長より、IMAビジネス会及び EMC2024に土屋委員長が派遣されることにな



ったとの報告があった。IMAビジネス会合における評議員投票の日本の持ち票につい

ては、現地で土屋委員長が意見を集約し代理投票することを確認した。 

 

（４）鉱物科学会ホームページにおける IMA 小委員会活動紹介 

大藤委員より、一般社団法人日本鉱物科学会ホームページに IMA小委員会の活動紹

介のページが作成されたとの紹介があった。現在、委員名簿と議事要旨が掲載されて

いるが、今後、より具体的な活動紹介も行っていく予定である。 

 

（５）各コミッション・ワーキンググループ報告 

土屋委員長（CPM）、阿依委員（CGM）、坂野委員（CM）、門馬委員（CNMNC）より各コ

ミッションの活動報告、福士委員より Nanomineralogy ワーキンググループの活動報

告がなされた。 

 

（６）その他 

土屋委員長より、IMAにおける CAM及び Biomineralogyワーキンググループの日本

代表の不在について指摘がなされ、適任者の提案と IMA 小委員会への加入依頼につい

て今後検討することの提案があった。 

  


